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な
ん
と
し
て
も
火
災
ゼ
ロ
を

い
よ
い
よ
火
災
の
シ

iス
ン
マ
す
の

2
間同明日

8
か
ら
3
月
刊
日
門
的
殺
で
懇
の
火
災
予
防
連
語
ガ
援
問
阿
南
い
れ

ま
す
。
運
動
象
機
h
L
し
て
、
ど
叙
族
で
も
う
一
夜
、
総
W
〈
の
附
問
点
検
と
語
出
し
合
い
を
し
て
下
さ
る
ぶ
う
お

願
い
し
按
す
。
っ
点
検
は
防
火
の
は
じ
ま
り
、
し
め
く
く
り
も

i
絡
防
議

i

水
道
管
の

、
方
品
切
で

3
痕
自
の
:
・
大
震

Z
俊
あ
る
ニ
と
は
3
皮

i
i震
そ
の
も
の
が
綴
ゅ
ぽ
〈
、
ア
イ
ス
パ

I

品
格
沖
合
議
乱
期
l
h九
低
気
伎
の
影
響
ン
に
な
ら
な
か
っ
た
す
}
と
、
ド
ラ
イ
バ

引
に
及
悶
丹
治
局
、
我
孫
子
市
は
ま
だ

i
的
録
者
ん
が
、
す
ば
や
く
チ
ェ

i
ン

ま
れ
ん
火
笠
に
目
安
荷
わ
れ
、
市
内
ぞ
を
殺
げ
た
二
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
a

は
日
日
閉
め
積
雪
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
添
市
内
の
土
本
、
議
終
絞
殺
の
鈴

一
連
内
大
盤
以
太
馳
慨
は
総
綴
っ
さ
え
も
、
ブ
ル
ド

i
ザ

i
な
ど
で
幹
線

た
第
…
叫
倒
的
準
加
乱
開
聞
の
せ
い
で
、
道
路
町
一
繁
か
き
一
作
蜘
織
に
?
白
川
附
回
転
し
ま

E
H丹
幻
自
に
は
市
内
経
漁
気
抽
出
が
し
た
。
術
開
か
ら
も

4
夜
間
同
に
も
か
か

ザ
シ
い
こ
と
し
3
回
目
の
真
冬
リ
ロ
と
わ
ら
ず
、
巡
り
的
一
議
開
聞
の
徐
雲
を
行
つ

な
り
ま
し
た
。
消
防
替
の
一
線
べ
?
で
く
れ
た
崎
暗
殺
業
者
に
感
部
崩
し
た
い
ん

は
1
同
月
内
平
均
気
温
が
0
“
鶴
湾
と
い
う
飽
り
が
届
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
間
唱
布
刊
訂
年
閉
口
俊
、
問
年
鉄
遂
も
返
れ
は
日
分
ほ
ど
俗
ニ
ん
な

同
4
皮
に
沈
べ
て
酬
明
議
な
紙
き
ロ
な
か
で
‘
窓
わ
ぬ
ぷ
山
内
政
い
M
O

水
滋
比
百

間
新
潟
市
川
淡
宅
地
潟
市
臼
疫
に
の
磁
制
棋
で
す
。

I
n
m
w
門
口
町
大
雪
で
は

も
舟
ら
ぬ
間
協
で
し
た
。

2
7
7
件
的
水
一
線
管
が
被
害
に
σ

親
日

し
か

t
、
今
開
聞
は
雪
に
よ
る
ス
は
3
0
6仲
と
こ
れ
も
記
録
約
ロ
桃
刊
に

り
y
ず
事
故
が
1
件
で
、
前
滅
的
叩
ン
シ
ョ
ン
‘
高
層
ア
パ

i
ト
、
そ
し

日
時
げ
と
比
日
仏
て
大
械
に
減
少
忽
て
向
雌
ん
す
(
Z
、

3
日
以
上
)
樹
党
総
に
多

〈
発
集
。
水
滋
綴
ぞ
は
‘
本

定
時
雄
鯨
筒
に
、
諮
ら
に
際
く
件
同
寒

お
な
ど
を
議
一

f
4ヲ
、
そ
し

て
語
、

3
H以
上
、
家
を
あ

け
る
場
合
に
は
止
水
栓
を
閉

め
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま

すれ

489 
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斜
線
部
分
)
は
、
建
築

付
帯
準
法
上
円
建
ぺ
い
半

お
よ
び
容
積
牢
算
定
等

の
際
的
敷
地
面
積
に
は

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
ロ

④
一
後
思
椋
の
位
置
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
な
ど

で
、
標
示
し
て
く
だ
さ

1984. v: 局

「一学ぶ民 U C;: I 
I 公民館講座4月生募集一一」

第631号

火
災
ガ
発
生
し
た
ガ
消
防
車
ガ
入
れ
な
い
。
地
震
で
ブ
臼
V
ク
甥
ガ
倒
療
し

人
間
ガ
下
叡
き
に

i
狭
い
道
話
は
防
災
上
非
常
巳
危
険
で
す
。
建
築
基
準
法
で

は
、
生
命
や
期
遥
を
守
る
見
地
力
ら
道
路
は
4
メ
ー
ト
ル
以
上
と
定
め
、

4
メ

ー
ト
ル
未
満
の
道
お
に
植
民
し
て
い
る
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
箔
盤
を
と
っ
て
い

定
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(留 1)

後

退

韓

道
路
中
心
線
8

後

退

諌

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
に
利
子
補
給

融
資
を
受
け
た
尽
か
ら
5
年
間

市
で
は
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
③
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
新
築
、

wv
補
給
額
・
期
間
住
宅
金
融
公
庫
と

増
築
あ
る
い
は
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
を
購
指
定
金
議
機
関
内
貸
付
利
率
的
差

3
%

2
メ
ー
ト
ル
の
線
が
、
そ
の
道
路
と
の
入
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
」
利
用
く
だ
さ
い
白
以
内
(
大
型
家
屋
は
2

%以
内
)
に
つ

段
界
線
(
後
退
線
)
と
み
な
さ
れ
ま
す
ロ
甲
皐
件
金
融
公
庫
内
融
資
を
受
け
、
い
て
、
融
資
を
受
け
た
日
か
ら
5
年
間

(図
1
)

さ
ら
に
市
長
が
指
定
す
る
金
融
機
関
か
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

②
後
退
し
た
部
骨
の
敷
地
(
図
2
の
ら
融
資
を
安
け
て
新
築
、
増
築
お
よ
び

V
申
込
期
間
指
定
金
融
機
関
か
ら
融

斜
線
部
分
)
の
所
有
権
は
制
限
さ
れ
ま

7

ン
ン
ョ
ン
な
ど
を
購
入
し
た
も
の
に
資
を
受
け
た
自
の
翌
日
か
h
起
算
し
て

せ
ん
が
、
建
築
物
、
門
、
へ
イ
お
よ
び
対
し
て
交
付
し
ま
す
白

6
か
月
以
内
(
申
込
用
紙
は
各
金
融
機

擁
壁
な
ど
は
、
後
退
線
を
蝕
え
て
建
築

V
資
格
①
市
内
に
2
年
以
上
居
住
し
山
聞
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
)

ま
た
は
築
造
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
て
い
る
こ
と
。
②
年
間
的
合
計
収
入
金
マ
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課

③
後
退
し
た
部
分
的
敷
地
(
関
2
の
椋
が
5
0
0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
ロ

建
築
基
準
法
で
は
、
編
員
4
メ
ー
ト

ル
未
満
の
道
路
を
4
メ
i
ト
ん
に
確
保

す
る
た
め
、
そ
の
道
路
に
接
す
る
敷
地

で
建
築
物
を
建
築
(
増
・
改
築
含
む
)

ま
た
は
門
、
へ
イ
お
よ
び
嬢
壁
な
ど
を

築
造
す
る
場
合
は
、
止
の
措
遣
を
と
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
造
路
の
中
心
線
か
ら
の
水
平
距
離

h 
(敷地)

図書館湖北台分館は蔵書撃理のため2月21日(火)

から 2月29日(水)まで休館となります。 fl'結中の本

町返却は、門的左横内返却ポストに入れてください。

なお、本館と移動図書鉛車は平常どおりです。

~し考めも11>本は業
てえたの白周〆なし学
みていで伝子ないてぶ
まい、すのどでかこ
せる白。も、 L らと
ん方分余のどよ気の
か、の暇にんう付来

。日狂言:計
議広てびで理が
座げ fiifはも、多宇
にたか大一笑い校

室主喜三竺喜零本
言舌 {主 V L iL l!主 V 
番所申たは続対

そよ雪量孟主審
A子供体操講痩お友だちもたくさんできました。 議名法は託宣受-

E韮コ 再〈講①

官 34主ZE喜妻Ez金重よぞ高塾長失i害茎EZ高
§真先主君、1警富議主主主7蓮晃f重壬皇警ど支産

isi;時ii:iiき15;J12?;Ei3
田合 ま選募 22すだ 2②明日い臼電に G 議連 llo1

公民館講盛一覧(翠2喜認唯ごす毎)
務康名]期間 j義務箆 1 内 容 i定員i欝欝i受醐続
殺 到 |官事む主主語自の j和・洋・中町家庭季節科理1制名14，ω0同』

務 句毎月抑制金曜日午後1俳句の初歩からi叫問。同
竺竺竺j語 | 毎週火曜日午前 |実用英会話の初歩から|拙14，0∞円
七宝幾j 室 岡月吐型塑日午前|七宝焼の初歩から|叫12，000円
紫 付ii い副知・第3土曜日午前片付の初歩から|拙|問胴
一 日 一
銭 道¥毎週日曜日午前|私語:品畠晶宮勇利腕14，00胴

子供体操1お 毎週水曜日午後 lVL2品主晶子180名14，000阿
五雨 空 毎週木曜日午前|美容峨抗ために 40名4，雨
時鱗操ii 毎週木曜日午後|体力・健康グため二 30名4，叩
翻(夜湖 毎月第l地 E在|書道知の初歩から腕 2.000円

齢夜間 毎月初第以曜日夜間の初歩から腕 2，000円

墾J'f背竺年 毎週火曜日午前|実用手芸の各種 2，叩里

羅列HT背年| 毎週金曜日午前|木彫の初歩から125名2.00C円

裁 1 ，m 1毎週木眼目午前|和裁の初歩から|叫 4，000伺

緩i 語 |毎月第2第4眼目午前|詩的初歩より 120名|開閉

制悼会 T |毎月第1・第3火曜自午桂(実用手芸の各種120名川，脚内|青山台
由主空JZ 1毎週木曜日午前|木彫の初歩から|拙14，000円|青年館
制時花 60 1毎月第胤火曜日午桂 1ペパリボノ・ 7ラワ 120名12，000円|管官
制閣議 z |毎週日曜日午前|官論品iZ品会140名14，000円122告
制 t塗滋 月 |毎週土曜日午前|書道実技内初歩から 120tl4，000円

湖北務付;背口三話|毎月第ト第2・第3火曜日午前|着付の初歩から|日12，000円

者絵茶道!昭和5昨|毎月第1第3雄日午引制的初ゆから表千家 25名2叩旦一-+.!..，

型空空1組ふ年直型型士竺」型空竺吐い型型出品と}
布t主義寄付 I 2月 |毎月第2・軍4本曜日午前|着付グトlj歩から 20名2，000円

ー
串
込
要
領

l

中

央

'" 兵」、

民

舘
手
一
本
一
利

土
曜
の
午
後
は
庁
大
学
生
d

'
中
央
学
院
大
学
市
民
大
学
講
座

一
毒
日
の
午
後
は
大
学
で
勉
強
分
)
選
ぶ
こ
と
が
eて
き
ま
す
。

一

を

1
1中
市
穴
学
涜
大
学
市
民
大
学
的
年
同
開
肢
に
続
い
て
行
わ
れ
る
も

一
開
放
講
筏
(
教
符
委
員
会
主
催
)
の
で
「
市
民
に
矧
か
れ
た
大
学
を
」
と

一
に
は
熱
心
な
市
民
が
つ
め
か
け
て
中
央
学
肝
院
大
学
が
鞘
極
的
に
協
力
山

一

い

ま

す

。

民

の

蓄

要

求

に

応

え

て

い

ま

「

一
講
義
は
、
身
近
な
税
の
問
題
か
「
残
し
て
お
き
た
い
日
本
町
心
」
「
京

一
ら
数
学
、
比
較
文
化
、
人
工
南
星
庭
と
法
律
し
ゃ
」
受
講
し
て
い
る
坂
一
P
M

↑
の
分
野
ま
で
、
合
わ
せ
て
叩
講
座
向
夫
さ
ん
(
例
発
戸
、
百
歳
)
は
「
紅
ら

一
受
講
者
は
2
講
座
(
各
1
時
間
加
の
年
に
な
る
と
、
ポ
ケ
な
い
よ
、
つ
努
力

↑

し

な

い

と

い

け

ま

せ

ん

。

ま

た

一

現

代

的

事

を

理

鉾

し

な

い

と

、

ガ

一

ン

コ

じ

い

き

ん

に

な

っ

て

し

ま

い

一

ま

す

も

ん

ね

。

こ

の

講

座

は

あ

り

一

が

た

い

で

す

よ

」

と

推

せ

ん

の

弁

。教
段
隊
の

U
と
り
、
藤
岡
秀
先

生
も
「
皆
さ
ん
、
熱
心
で
す
ね
。

主
婦
の
方
も
椅
極
的
に
質
問
し
て

き
ま
す
。
教
え
る
方
も
楽
し
い
で

す
ね
」
と
語
っ
て
い
ま
す
亡

1
月
四
日
か
ら
始
ま
っ
た
講
座

は
今
月
回
目
で
特
了
し
ま
す
ο

日

年
度
も
ま
た
開
催
す
る
予
定
で
す

の
で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

れー，
'-れび

市
民
の
た
め
の
警
察
関
揺
し

2
月
6
日
、
我
孫
子
署
落
成
式

あ

h
p
和
気
あ
い
あ
い
と
勉
強

あ一
県
下
回
番
目
の
器
察
署
と
し
て
た
誇
り
と
責
任
を
肝
に
銘
じ
、
全
力
を

一

2
月
1
日
に
オ
プ
ン
し
た
我
孫
傾
注
し
、
市
民
の
皆
き
ん
の
伝
柏
と
間

一
子
警
察
署
の
落
成
式
が
、
2
月
6

待
に
お
応
え
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

一
目
、
県
、
市
や
周
辺
住
民
な
と
め
ま
し
た
。

一
関
係
者
を
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
u

一
式
典
で
は
知
事

一
や
県
会
議
長
の
祝

一
辞
い
か
披
露
さ
れ
た

一
ほ
か
、
市
長
が

一
「
市
民
が
安
心
し

一
て
住
め
る
よ
ー
つ
に

一
こ
れ
ま
で
以
上
町

一
努
力
を
お
願
い
し

一
ま
す
J
と
あ
い
さ

一
つ
。
ま
た
、
大
野
署

長
は
「
我
孫
チ
警

察
署
の
初
代
勤
務

員
と
し
て
選
ば
れ

Aあいさつする大野署長
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安
全
な
ま
ち
。
つ
く
り
の
た
め
に



関
問
問
却
す
金
的
総
険
料
は
、
昭
和
問
年

4
対
か
ら
1
か
月
分
ず
つ
納
付
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
山
相
め
引
い
仰
れ
て
い

る
浴
は
い
ま
せ
ん
か
場
出
初
年
波
も
あ
と

わ
ず
か
。
も
う
一
成
、
納
入
漁
知
識
W

お

よ
び
時
間
絞
絞
滋
を
機
畑
糾
し
て
〈
だ
さ
い
e

町
出
尚
武
年
裁
は
知
山
入
し
て
い
て
保
件
問
料

争
公
約
め
ま
ま
ね
し
、
ぞ
れ
が
長
期
間

に
な
る
と
、
明
付
米
老
齢
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
と
い
っ
た
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
サ
ん
占
ま
た
、
万
一
変
遜
ぶ
放

な
ど
で
滋
害
者
と
な
っ
た
と
品
約
機
務

年
金
や
、
不
幸
に
し
て
一
ゑ
人
を
L
く
料
序
説
付
す
る
の
が
図
殺
な
受
夜
、

さ
れ
た
と
き
の
精
子
都
合
な
Y
い
も
、
荷
車
禁
に
よ
り
間
体
検
料
が
免
除
諮
れ
る
制
別

世
間
に
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
変
が
あ
り
ま
す
E

絞
波
加
入
殺
は
免
始

ま
す
a

判
開
後
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
保
険
料
的

震
災
年
金
い
い
は
加
入
が
義
務
づ
け
ら
納
付
が
際
線
な
絡
会
は
来
的
制
問
問
問
同
と
し

れ
て
い
ゐ
強
制
別
加
入
ξ
、
本
人
的
意
中
山
な
い
で
、
や
め
る
挙
終
き
を
し
て
カ
ラ

に
よ
り
加
入
で
き
る
任
意
品
加
入
と
が
あ
期
間
企
使
い
、
受
給
権
を
議
録
す
る
よ

り
ま
す
"
強
制
加
入
者
は
間
四
日
間
学
会
を
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
綴
後

W
醐
問
い
合
わ
せ
留
保
年
余
線
専
念
然

あ631号

が
伏
線
機
也
、
駒
山
闘
と
絡
が
淡
怖
関
内
総

附
叫
が
白
色
‘
目
的
ま
わ
り
か
波
紋
、

縦
は
蝋
が
祷
色
で
鋭
や
喰
い
い
ん
闘
い
山
怖

が
あ
り
ま
す
り

ウ
ス
リ

i
一
時
淡
娘
、
品
開
加
川
場
で
繁

附
酬
し
宮
ん
民
会
苧
日
本
に
液
来
L
越
冬
し

ま
す
吻附献州市

L
V

向
後
い
烏
で
、
薄
暗
い
休

を
時
み
一
羽
で
い
る
ニ
と
が
多
く
、

部
を
求
め
て
浴
棄
を
汀
サ
ゴ
ソ
と
か

(5Jぷj)

111111" 11年金受給者の皆さんへ 1111111111
国民年畿の畿護審査手話設などを受けている入獄、次のような著書会重富士討

が必要です。この溺総理E怒るとま手金の支払いがi上められ去さりしをます
のでご注意くだ浅い。 11語tJjの織委誌は市役所iこ備えて3苦りきます。ただ
しミ老齢年金や通算老齢係重量殺受けている人の滋況主義の熔室長{率、誕生

尽の守ガ湾総!こ社会保隣ぎから滋主義本人宛!こ至宝f立され2安定す。
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叩
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麓
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滋
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町
棋
数
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顕
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静
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司
法
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刊
mm
年
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め
町
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定
安
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也
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部
泌

総
別
枠
紬
m
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り
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側
制
倒
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線
税
台
間
艇
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縦
覧
を
行
い
ま

と
お
り
縦
覧
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ま
す
お
す
匂
こ
の
期
間
に
あ
な
た
の
絞
殺
す
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の
事
業
計
画
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い
て
、
利
線
開
間
期
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資
産
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土
地
家
屋
、
償
却
液
晶
端
ザ

係
者
で
意
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の
あ
る
方
は
例
法
問
問
粂
湯
舟
内
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、
主
昨
日
間
等
を
よ
〈
機
殺
し
て
く

2
壌
の
後
出
現
に
よ
り
、
川
間
際
州
問
問
機

γ
だ
さ
い
。

の
日
丹
後
口
ね
か
ら
2
澗
問
機
以
内
に
、
千
V
綴
覧
出
期
間
関

3
丹
2
日
か
ら
3
月
幻

葉
県
知
事
に
寝
何
%
滋
を
絞
山
山
す
る
こ
と
日
ま
で
の
や
約
8
時
如
何
分
か
ら
午
後
5

が

で

懇

談

す

。

時

ま

で

{

た

だ

し

土

絞

誌

の

午

議

、

nn

wv
鋭
機
織
問

2
月刊日

g
一
本
)
ま
で
の
印
刷
、
休
日
は
除
〈
)

や州削
8
時
泊
分
か
」
つ
午
後
S
絡
ま
て

wv
絞
殺
崎
明
所
課
税
課

永
山
賊
自
の
午
後
と
日
山
明
日
は
総
与
ま
す
。

wv
問
問
い
合
わ
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課
税
課

4

色
町
下
主
総
区
冊
問
齢
総

理
事
業
の
事
業
計
幽

縦
覧
の
お
知
ら
せ

低
藤
費
通
知
者

実
施
し
す
‘

，宅ヨ砂

ι掴瞬v: 議

-
z
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之
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}
、
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L
a
Z
J
掬

傷

、

J
室
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マ

ぷ

ぬ

q
h
譜
pa--h
究

ょ

ん

な

帯

せ
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あ

り

ま

芝

ヨ

」

故

愛
の
輪
拡
げ
よ
う

J
り
フ
之
ニ
ア
丹
太

z

a
h
e
d
f
i
w
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轄
す
菖
f
内

な

耐

火

綴

砕

い

絶

や

さ

な

い

u

ス
タ
ジ
万

全
滅
し
て
、
同
じ
気
持
ち

E
Z殺
い
な
い
。
そ
れ
と
こ
ろ
か
、
警
は
お
せ
じ
に
も
素
晴
し
い
と
は
い
え

が
人
を
愛
そ
フ
‘
掛
け
合
お
う
と
ま
ち
て
告
分
達
も
ち
だ
。
よ
〈
や
っ
て
い
け
な
い
。
タ
マ
ゴ
ケ
ー
ス
を
餓
フ
た
脈
問

上
が
る
i
ょ
う
い
っ
幻
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ツ

シ

オ
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詰

ま
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?
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ど

、
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i
が
ぶ
日
裂
の
か
京
加
な
ん
ヂ
ス
G

」
寸
は
っ
き
り
い
ヴ
て
お
金
は
あ
り
ま
ま
た
住
ま
い
は
捻
独
身
釈
を
品
川
一
巡
し

ラ
ジ
オ
持
か
ら
は
…
銭
も
む
匂
づ
て
ぜ
ん
ぉ
℃
も
、
仲
間
に
も
た
ち
の
守
、

4
附
恐
怖
伏
が
÷
綴
に
住
ん

'

T

い
る
の
℃
絞
は
倒
的
鎌
田
凶
に
は
医

療
機
M
W
メ
i
カ
i
的
栓
援
で
あ
る
父

が
機
荘
。
ぷ
¥
ン
ネ
ス
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が
な
い

ぷ
は
、
制
明
不
害
者
か
も
ネ
ゐ
人
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
万
が
あ
り
ま
す
い

泌
刊
誌
が
な
い
G

「
土
日
榔
併
の
か
ぎ
L

は
こ
め
容
で
1

年
を
迎
え
る
。
そ
し
て
日
本
的
あ
ち

苧
」
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拡
刺
殺
め
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附
附
か
せ
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い
る
。
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吋
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地
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か
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い
ご
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知
ラ
繁
一
ぞ
い

れ
、
ラ
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オ
内
接
組
。
心
暗
巡
‘
淡
川
崎
、

お
致
出
、
前
回
日
本
内
各
対
廿
紋
激
怒
れ

て
い
て
、
縁
日
授
と
み
に
人
気
よ
判
中
。

鰐
〈
な
か
れ
、
ニ
め
鈴
判
明
は
ぬ
山
内
ス

タ
ン
オ
で
剛
制
作
さ
れ
て
い
る
α
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タ
ル
ー
ド
手
ん
に
嘉
ア
希
っ
た
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一

ル

1
ド
さ
ん
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泌
す
一
一
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持
。
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年
務

一
米
自
し
れ
J
句会
A

サ
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日
本
語
竿
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約
陛
下
ル
m
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笈
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ラ
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チ

ほ
叩
…
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持
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端
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ど
う
せ
な
ら
多
く
の
人
に
酬
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ラ
ジ
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蹴
出
し
て
い
た
ど
き
ま
す
a
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さ
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か
旬
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植
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修
会
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子
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い
た
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意
見
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ご
希
望
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浪
人
絞
め
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だ
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ま
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刑
務
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す
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担
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側
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停
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か
ら
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滋
費
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モ
ニ
タ
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築
し
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ま
す
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H
月
末
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ま

で

モ
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V
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募
資
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崎
人
的
万
V
応
募
締
m
W
2
H
月
的
経
(
治
印
有
効
一
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模
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引
委
員
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合
わ
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需
路
市
宵
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一
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の
行
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数
械
的
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ケ
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ト
に
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申
込
別
紙
は
然
災
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前
認
に
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之
て
ら
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務
し
、
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、
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俄
袋
い
民
会
か
お
緩
い
す
る
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ま
十
内
て
、
長
接
取
り
に
米
て
〈
ど
一

1
i

一
日
可
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に
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L
て

い
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だ
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ジヱームズ・c.}レードさん
(向uJ)

一人気番級「音楽の一
…かを製作 一
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雨露霜語調設王蚕言語1r蝿人就業波櫛講習会II住宅金融公庫摺人向[1轍 i
砂日時 3月4日〈日〉午後守時 第1次長t語講習会の受講者を嘉 住宅金髄公庫では、昭荘158年度

惨会場松戸市市民会館 集します。 第4ロ個人向け高速資を受け付けて

b医師国立小児病院示沼万寿 砂科§和裁縫製科ー編物科 います。

喜先生 〈各、初級中級・上級コス~受信期間 2月四日OJOまで

惨対象先天性1[1;箆病の子どもと 惨期間初級(4月16包から5月28 砂受付額所住宅金融公産業務を

その家族 日〕中級(6月刊白から7月16臼〕 取扱う金属虫機関

雪景色(柴筒)

2月1日現在本人口 109，687人(十2，051人〉
〈対前年比〉 男 54，941人女 54，746人

*包帯獄 32，9∞世帯(十942世帯〉

@市役所本庁 85 竹11
@っく L野支所 84 邸01
骨湖北台支所 68-0828
@滋北支所 68-2111
@布佐支所 89-2358
@教育委員会節約51
@水道局 84-0111
@消防署 84-0119
@社会教育愚前 1511
@市史編さん室日5-24日1

骨市民会館 84-3311
@市民図書書館 84-1110
@市民図書量館湖北台分館 87-3055
@つつじ荘 68-0123
@都市政造事務所 85-1171
@中央公民館 82-0515
骨身体障害者指祉センタ-68-0141 
@生活環境課(i争化槽)87-2379 
(ゴミ)87一∞15(し尿)68-2547
働保健センター 87-1131

1保育者募集I1芽Fブち宍ヂJZ雲|
柴鎗幼児教室および湖北台幼児

教室では、決のとおり保育者〈育

惨内容健康講陸、健康食昆試食

会、健康相談〈希望者のみ〉

資格者〕を募集します。

閥縫呂|柴崎|樹脂

募瓢員I 1名 | 沼
年 齢 35歳まで

蔚獲臼 I 2月初日午後1街

頭接場所| 各致委で

住 配柴断。|組問-1-15
一一
連絡紅白-2師団-01筋
履歴書12悩自問こ劇当巴持参司

惨日時 2月26日(日〕午前10椅

B砂場所我孫子中央病院内(湖北

台4-6-1n88-D171l 
砂参加申し込み・問い合わせ 我

孫子中央猪院オープンハウスの会

事務局n88-3111

|狭山瑚探烏会1

..月臼 2月初日(臼〉雨天中止
砂集合午前8時部分我孫子駅改

札口前

炉実通我孫子から池袋、池袋か

ら筒鼠池袋線で西所沢粟鎮で西武

J:lZ場前

砂問い合わせ高僑官82-2783

砂内容専河医による講演、希望

者は様診しま可。手術体験者との

3<'流、福祉制度の解説

惨質問無料

砂主健全国l白隠病の子どもを守

る会千葉県sz部
炉申し込み・問い合わせ加藤

E0473-64-4681 

!菌際青少年器移盛会菌務生募集l
国擦青少年研修協会では、決の

とおり研修会を行います。

@水海道ねらじ旅

@対象小学絞1年生から6年生

@人員男女T∞名

@月日 3月25臼く臼〉から27臼CI<)

@尊重所水海道あすなろの塁

@費用会員88∞円、一般93∞円

@締め切り 3月17日〈士〉

@ちびっこ探険学枝・ヨロン島

@対象小学筏3年生から6年生

@人員男女3四回

@月8 3月27日Ck)から4月3
日(火〉

@場所鹿児島県与詩句と沖縄

@費用会員7万70∞問、一俊7

万町X泊丹

@締め切り 3月138(火〉

炉問い合わせ 〒105東京都港区

新橋2-21-1新億駅前ピ)[，2号館廊)
留際青少年研修協会官03-572-:お5I言羽詰錯主主益事|

砂内容 水盤面〈節句、問書二子な

ど〉基本選筆から作畠の裏打ちま

で懇切指導 市 職 員 募 集
砂白隠 2月278、3月5目、 12

臼、 19呂、 26日、 4月2日の各局

喜望日計6回、午後T詩30分から3

筒30分ぎで

少場所市民会館第4.5会議室

惨会費筑泊OfIl(教材費日∞円〉
砂募集人員 30名(先着繍〉

砂持ち物硯、墨、中筆小血3
校、下重宝き、文鎮、練習用紙、新

笥紙、筆洗い、布切れなど

砂締め切り 2月23日〈木〉

惨申し込み往復ハガキに住所、

氏名、年齢、電話番号を明記し、

中綜2607C社〕我孫子市シ)[，1¥一人

材センター事務局宮88-22∞

i我嘉手ヨーガ同好会会費募集l
健康と美容に効果のあるヨーガ

を一緒にしませんか。年齢に関係

なくどなだにもできます。

砂日時 毎週月寝室臼午語u9H寺部分

からf偲寺初分主主で

砂場所市民会館

砂待古物パスタオ)[，、雑iU各1

按と動きやすい綴装で

砂会費月2∞口内

砂講師新111義務、照沼ょう子

診問い合わせ前白白日7-1446

原n87-3158

1第3由淑北座会自治大学講座|
砂テーマ高齢化社会へ向かって

の健康管理

~8跨 2同258(土〉午後2時

惨場所上新木青年館

砂講高官我孫子中央病院長 星野

邦夫氏

炉問い合わせ藤掛n88-2576

安本n88-2244

一募集鶴種・鼠電車内容等一

隠 種 王聖子療法

昭和23年4月28から沼和38i手4月18;;まで!こ生ま
受騒資格 れ疋万で、理学療法土免許を膏する方又l<t昭荘あ9年

3月31日まで1己免許取得見込みの方
採鰐予定人員 努守名

鼠厳日時鑓所
昭和59年3月18(木〉午後1時20分から
市総務部人事課〈我孫子T邸8)

鼠怠方法 面 接

砂受伺慰問日蔭臼を徐く2尽 受験申込寄および受験票の所定

16臼〈木〉から238(木〉までの午 の位置にのり儲けをする〉、卒業

前9弱から午後4暗まで(土濯 〈見込〉証明書守道、成績証明

白は正午まで〉 書1通と理学療法士免許証の写

傍受厳手続受験申込局紙は市 し1部〈莞込の者を除く〕を添

総務部人事課で受{司します。希 位してください。

望者i品、受験申込鰭紙1ll!l(受 ※注意受験事込書と受験票は
験禁の部分を含む)Iこ所要事漬 切りはなさないこと。

を8分で記入し、本人の写真2

葉〈ライカ飯で上半身無稽で最

近6ガ月以内に媛影し疋ものを、

|器金聾墾霊童(3月分)I 
雇用促進事業団・中央技能開発

セ〉ター〈公共賎業訓練施設〉で

は、次の訓練コースの受話申し込

みを受け付けています。

惨講習名 CAO'CAMシステ

ム、プレス横査実務議雲、炭酸ガ

ス半自動戸ワ溶獲(2)、溶接施

工技術(2)，NC木材加工(中級〉
移動式クレ ン運転士免許試験準

備、トレース(実箆〉

砂申し込み・問い合わせ中央技

能開発センターE似34-23-4622

冬山登山の事叡務立!こついて
冬山登山は綴え疋体と綿密怠

言閣で、地元!こは登山計額軍事を

惨問い合わせ市総務部人事課

官邸-1111(内線208)

事轟霊童館o躍し
第9回サロンコンサート
市内在伎のフルート奏者湯川和

維を中心とした本管五重奏とピア

ノの演奏会

砂日時 3月18日{日)午後2時

砂入場料大人l開。円、高校生以

下700円(全自由席)

砂主催教育委員会

砂問い合わせ市民会館

砂入場券発売所 本平賀書日i*北

口ひらが*ダイエー我孫子庖*ブ

ソクススズキ*荒井書信*石川i春

光堂*ポピ *十一屋書庖*図書

館湖北台分館*中央公民館本市民

会館内売底ひろがり*市民会館

上級(9月3日から10月日日〉なあ、

各コースの期間中水窪および士、

白、祝臼を絵く21巴潤

~時間午前?日時から午後4時

惨募集人員各コース20名

砂対象者三主婦まだは寡婦で就業

を希望する人

砂受講料無料(教材費は自費〉

砂申し込み・受講場所 2月29日

まで!と日日銭を持参し、干葉市千葉

港4-3干葉集経営者会館官0472-

47-8541~2へ(子供向伴はご遺慮

ください〕

惨主催 干葉県鋪人就業揮助セン

ター

l NHK学菌の生能募集i
NHK学闘では通信教育の生徒

受講生を募集しています。

。高等学侠普通科コース

@入学賞倍中学級卒業卒業見

込みま疋は同等以上の学力のある

方で、働きなガら高絞卒業の翼絡

をとり疋い万

@受信 3月1臼ガら4月14臼

炉問い合わせ 住宅金設公庫広報

課・貸借業務課fi03-812-1111

|無縁墳墓、のaI1:葬j
砂墓地の名称および所在飽佐賀

奇襲瀬町大宇中原1621東光寺纂飽

砂無縁墳墓獄 70基

砂改葬霊童由 墓地整備の定め

砂改葬先および届出先受光寺書室

内のー覇、東光寺官官952-24毛409

~届出期限 2月28日

圃圃困圏圏
争焼鳥あづま様(湖北台〉から福

祉のためlこと7邸8fIlの寄ぽガあり

まし定。

串滝田マサ様(湖北台〉から市民

課窓口および湖北台支所に老駿鏡

6閣の寄何万ありましだ。

串小島厳犠(栄〕から改小島ウメ

様の遺志!こより、香典の 部守口万

円ガ星苦悶されましだ。

事ボーイスカウト我孫子第3団横

から得祉のだめにと4万5584円の
寄1甘ガありましだ。

。高等学校教義コース 事ボーイスカウト我孫子第3窃儀

@受講資格 15調以上の方で高等 から手をつなぐ親の会へ2万円の

学校レベルの知識と叡養を島lこっ 寄{寸ガありまし疋。

けたい万 4島市民の万〈匿名〉から福祉のだ

@受信 3月守司から4月30臼 めにと1万74∞月の寄{寸ガありま

@社会通信講座 しだ。

@受講資格どなだでも(書道、 争森田干里様〈若捻)から福祉の

俳句、短叡、鴎善、古典、給菌、 だめにと車t電子の寄贈ガありまし
簿記、英語、豊史学、国語おどの13 定。

講座39のコースガあります〉。

@受付 4月20臼まで

砂問い合わせ 〒186東京都邑立
市富士見台2-36NHK学園CT係

官官425-72-3151へ(案内書雲無料〉

|翻第3日曜日I~r離の日JI
テレホンサービス

f週墨繋J1え押さ髄

広三IJl6木 :222EZEff号思議LMO:∞-15∞
同!一一斗一一一一一一一

子。Jl8土

rn 1 9~醸幅拡品一制御
自2i[])F.lI:想講一俳句∞
初 2Jl;u7躍脚=市民融自∞叶5∞
一 一 一-
0022水書曹長聖控訴L削
被鈴木一時一一〈閉会齢)枇別問

。.Qk24金

25土

26~\君臨鴇福島一…

~27月 1:苦言語望者E誤官需時間

高2mFヰー…
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